
釧 路水託 だ よ り

アプラガレイの稚魚

○春季､広尾～大樹沖で漁獲されたニシン

について

〇千島大陸斜面の底魚賛源

○地域特産種増殖技術開発事業

○静索でカズノコの膜を取り除 く

○フランスに派遣されて(上)
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釧路水託だより 第66号(1991･10)

春
季
'
広
尾
～
大
樹
沖
で

漁
獲
さ
れ
た

ニ
シ
ン
に
つ
い
て

依
田

孝

･
丸
山
秀
佳

･
福
田
勝
利

島
森
隆

一
･
久
保
田
芳
信

は
じ
め
に

近
年
'
北
海
道
周
辺
海
域
に
お
け
る
ニ
シ
ン
の
資

源
動
向
は
'
昭
和
六
〇
年
以
降
北
部
日
本
海
及
び
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
で
北
海
道
･
サ
ハ
リ
ン
系
群
の
卓
越
年

級
群

(昭
和
五
八
年
発
生
)
の
出
現
に
よ
-
'

一
時

的
に
資
源
量
は
増
大
し
た
が
'
そ
の
後
は
低
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
｡

本
年
､
春
季
に
広
尾

～
大
樹
沖
の
沿
岸
域
で
例
年

よ
り

ニ
シ
ン
の
来
遊
が
多
-
み
ら
れ
'
刺
し
網
で
約

二
〇
〇
ト
ン

(金
額
約
八
'
四
〇
〇
万
円
)
に
達
し
'

沿
岸
漁
業
の
中
で
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

し
か
し
'
当
海
域
の
ニ
シ
ン
の
生
物
学
的
知
見
は
乏

し
い
現
状
で
す
｡

こ
こ
で
は
'
本
年
二
～
五
月
に
短
期
間
で
す
が
､

ニ
シ

ン

の
生
物
特
性
を
把
握
す
る
た
め
'
釧
路
水
試
'

堆
内
水
試
'
十
勝
地
区
水
指
'
広
尾
漁
協
と
共
同
で

漁
業
実
態
調
査
'
生
物
調
査
を
実
施
し
へ
い
-
つ
か

の
知
見
を
得
た
の
で
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
｡

L

漁
業
実
態
の
概
要

本
年
'
春
季
の
広
尾
～
大
樹
沿
岸
域
に
お
け
る
ニ

シ
ン
刺
し
網
漁
場
は
広
尾

･
大
樹
町
境
界
付
近
の
水

深

1
0
-
二
〇

m
の
海
域
で
'
底
質
は
砂
泥
で
す
｡

漁
協
別
'
許
可
隻
数
は
広
尾
五
四
隻
'
大
樹
二
六

隻
'
大
津
四

1
隻
の
合
計

一
二

丁
隻
で
'
着
業
隻
数

は

一
〇
〇
隻
前
後
で
す
｡
漁
法
は
ニ
シ
ン

･
キ

ュ
ウ

リ
ウ
オ
刺
し
網
で
目
合
は

一
･
六
-

1
･
八
寸
が
主

体
で
'

一
隻
当
り
五
〇
～
六
〇
反

(
l
放
し

T
O
反

程
度
)
を
海
中
に
敷

設
し
て
'
一
日
当
り
三
放
し
前

後
を
揚
網
し
て
い
ま
す
｡

当
海
域
に
お
け
る
ニ
シ
ン
の
年
別
漁
獲
量
の
推
移

(義
-
)
を
水
産
現
勢
の
漁
獲
統
計
資
料
か
ら
み
る

と
､
昭
和
三
三
年
～
三
九
年
は
六
～

一
二
八
ト
ン
と

低
水
準
で
あ

っ
た
が
'
次
第
に
漁
獲
量
は
増
加
し
て

四
〇
年
が
五
〇
八
ト
ン
'
四

丁
年
は
最
高
の

一
㌧

1

五

七
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
｡
そ
の
後
'
四
二
年
が

7

三
二
ト
ン
'
四
三
年
は
二

二
ハ
ト
ン
に
減
少
し
'
四

四
年
以
降
は
再
び
五
〇
ト
ン
以
下
で
推
移
し
ま
し
た
｡

平
成
元
年
は

一
四
ト

ン
'
二
年
が
四
八
ト
ン
と
漁
獲

量
は
低
水
準
で
あ

っ
た
が
'
三
年
は
約
二
六
年
振
り

に
二
〇
〇
ト
ン
台
の
好
漁
と
な
り
ま
し
た
｡

平
成
三
年
の
漁
期
中
に
お
け
る
目
別
漁
獲
量

(図

1
)
を
み
る
と
'
初
漁
は

7
月
下
旬
で

l
日
当
り
五

ト
ン
前
後
の
漁
獲
量
で
推
移
L
t
二
月
下
旬
に
漁
獲

量
は
約

一
五
ト
ン
に
な
り
最
高
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
後
'
三
月
上
～
四
月
中
旬
は
漁
獲
量
が
低
下
し

蓑1 ニシンの年別漁獲量の推移

年 次 漁獲量 年 次 漁獲量
(昭和) (トン) (昭和) (トン)

33 99 50 2

34 89 51 0
35 25 52 1

36 128 53 13

37 60 54 55

38 6 55 53

39 79 56 24

40 508 57 28

41 1,157 58 39

42 132 59 26

43 216 60 27

44 31 61 15

45 31 62 10

46 10 63 14

47 5 平成元年 16

48 6 2 28
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図1 広尾～大樹沖､ニシンの日別漁獲量の推移

て
二
～
三
ト
ン
前
後
と
な
り
'
終
漁
は

五
月
上
旬
頃
で
す
｡
な
お
'
二
月
下
旬

～
三
月
上
旬
に
か
け
て
'
漁
獲
量
が
減

少
す
る
の
は
産
卵
に
関
与
す
る
た
め
'

通
常
の
漁
場
よ
-
産
卵
場
と
な
る
浅
海

域
に
接
岸
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

2
.
生
物
調
査

ニ
シ
ン
の
漁
期
中
に
お
け
る
漁
獲
物

か
ら
生
物
特
性
を
把
握
す
る
た
め
'

ニ

シ
ン
刺
し
網
当
業
船
の
協
力
を
得
て
無

作
為
に
標
本
採
集
を
行
い
ま
し
た
｡
標

本
採
集
は
平
成
三
年
二
月
七
日
'

一
四

日
の
計
二
回
､
生
物
調
査
は
雌

T
〇
六

尾
'
雄
九
四
尾
の
合
計
二
〇
〇
尾

に
つ

い
て
実
施
し
ま
し
た
｡

M

体
長
組
成
'
年
齢
組
成
'
育
椎
骨

数
組
成

標
本
の
体
長
組
成
'
年
齢
組
成

(図

2
)
を
み
る
と
､
雌
雄
と
-
尾
叉
長

=

=
帖
皿
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叫
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図2 ニシンの体長組成､年齢組成､脊椎骨数組成
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(吻
前
端
～
尾
鰭
後
端
中
央
の
切
れ
込
み
ま
で
の
距

離
)
は
二
〇
～
二
四

仰
の
範
囲
で
､
モ
ー
ド
は
二
二

の
前
後
に

み
ら
れ
ま
す
｡
図
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
体

重
組
成
は
九
七
-

1
四
〇
才
の
範
囲
で
平
均
体
重
は

二
二

才
で
す
O

年
齢
組
成
は
鱗
の
輪
紋
を
判
読
し
て
査
定
し
ま
し

た
が
'
不
明
瞭
な
個
体
も
み
ら
れ
ま
し
た
｡
今
回
の

模
本
は
産
卵
期

(
三
月
以
降
)
が
き
て
'
満
二
歳
魚

に
な
る
も
の
が
全
体
の
九
二
%
を
占
め
圧
倒
的
に
多

-
､
残
り
の
八
%
は
三
歳
魚
で
す
｡
育
椎
骨
数

(図

2
)
は
五
二
～
五
六
の
範
囲
で
'
平
均
脊
椎
骨
数
は

五
四
･
〇
六
で
し
た
｡

切

生
殖
巣
重
量
に
つ
い
て

今
回
の
標
本
は
少
な
い
が
'
雌
雄
別
'
生
殖
巣
重

量

(図
3
)
と
肉
眼
観
察
に
よ
る
生
殖
腺
の
成
熟
区

分
を
み
る
と
'
雌
雄
と
も
生
殖
巣
重
量
は

二

･
〇

平成3年2月7日

.紳盛･l･

体 長

図3 雌雄別､生殖巣重量

生

殖

巣

重

量

～
二
四

･
九
才

の
範
囲
で
生
殖
腺
の
成
熟
度
か
ら
み

て
'
今
春
に
は

産
卵
に
関
与
す
る
可
能
性
と
産
卵
期

は
三
月
以
降
と
推
定
さ
れ
ま
す
｡
今

後

'
定

期

的

(旬
別
)
に
標
本
採
集
し
て
'
生
殖
巣
重
量
の
変
化

と
生
殖
腺
の
成
熟
度
か
ら
産
卵
期
を
推
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
｡

お
わ
り
に

今
回
､
短
期
間
の
漁
業
実
態

･
生
物
調
査
を
通
じ

て
'
い
-
つ
か
の
知
見
を
紹
介
し
ま
し
た
が
'
約
二

六
年
振
-
に
広
尾
～
大
樹
沖
に
来
遊
し
た
ニ
シ
ン
の

系
群
に
つ
い
て
'
既
存
の
産
卵
場
別
の
特
性

(表
2
)

か
ら
'
当
海
域
に
出
現
す
る
可
能
性
の
あ
る
系
群

､

あ
る
い
は
産
卵
場
を
持

つ
系
群
と
し
て
は
風
蓮
湖
'

厚
岸
'
湧
洞
沼
'
尾
朗
沼

(青
森
県
)
～

(宮
城
県
)
が
考
え
ら
れ
ま
す
｡

こ
れ
ら
各
地
の
産
卵
期
'
年
齢
と
成
長

(
二
歳
時
)

平
均
菅
椎
骨
数
を
比
較
す
る
と
本
調
査
で
は
産
卵
期

は
三
月
以
降
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
'
こ
れ
と
合
致
す

る
の
は
風
蓮
湖
､
厚
岸
､
湧
洞
沼
'
尾

鶴
沼

(青
森

県
)
で
､
万
石
浦

(宮
城
県
)
は
産
卵
期
が
早
い
た

め
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
年
齢
と
成
長
の

関
係
か
ら
'
二
歳
時
の
大
き
さ
で
比
較
す
る
と
'
二

〇

望
別
後
の
ニ
シ
ン
は
体
長
よ
り
尾
叉
長
の
方
が
約

1
m
大
き
い
の
で
'
今
回
の
標
本
は
湧
洞
沼
に
類
似

し
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
平
均
菅
椎
骨
数
で
み
る
と
本

調
査
で
は
五
四

･
〇
六
で
'
風
蓮
湖
'
湧
洞
沼
に
近

似
し
て
い
ま
す
｡
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表2 ニシンの産卵場別の特性
以
上

の
産
卵
場
別
の
特
性
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
'

今
回
調
査
し
た
海
域
の

ニ
シ
ン
は
地
域
性
の
強
い
湧

洞
沼
系
と
思
わ
れ
ま
す
｡

本
年
春
季
に
当
海
域
で
は
約
二
六
年
振
り
に

ニ
シ

ン
の
好
漁
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
'
こ
の
資
源
の
合
理

的
な
利
用
や
資
源
管
理
す
る
方
策
を
考
え
る
と
'
適

正
目
合
の
検
討
'
産
卵
親
魚
を
確
保
す
る
た
め
禁
漁

期
間
の
設
定
な
ど
を
行
う
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
｡

今
後
も
当
海
域
に
お
け
る

ニ
シ
ン
の
発
育
段
階
別
t

分
布
様
式
を
把
握
す
る
調
査
を
継
続
し
ま
す
が
'
特

に
秋
季
の
シ
シ
ャ
モ
桁
網
漁
期
中
に
出
現
す
る

ニ
シ

ン
の
混
獲
状
況
が
重
要
で
す
の
で
､
漁
業
関
係
者
か

ら
の
貴
重
な
情
報
の
提
供
を
期
待
し
て
い
ま
す
｡

最
後
に
こ
の
報
告
に
あ
た
り
'
漁
獲
統
計
資
料
の

収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
漁
協
関
係
者
に
深

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

(
よ
-
た
た
か
し

釧
路
水
試
漁
業
資
源
部

ま
る

や
ま
し

ゆ
う
か

稚
内
水
式
漁
業
資
源
部

ふ
-
ど

か

つ
と
し

･
し
ま
も
り
-

ゆ
う
い
ち

十
勝
地
区
水

指

-
ぼ
た
よ
し
の
ぶ

広
尾
漁
協
)

参
考
文
献

菅
野
泰
次

(
T
九
八
九
)
極
東
水
域
に
分
布
す
る

ニ
シ
ン
の
形
態
形
質
の
個
体
群
差
異

日
本
水
産

学
会
誌

菅
野
泰
次

(
1
九
八
九
)
極
東
水
城
に
分
布
す
る

ニ
シ
ン
の
性
比
'
体
長
組
成
お
よ
び
成
長
に
お
け

る
個
休
群
比
較

日
本
水
産
学
会
誌

小
林
時
正

(
一
九
八
二
)
風
蓮
湖
の

ニ
シ
ン
に
つ

い
て

昭
和
五
六
年
度
根
室
湾
海
域
総
合
開
発
事

業
調
査
報
告
書

北
海
道
区
水
産
研
究
所

児
玉
純

一

(
一
九
八
七
)
万
石
浦

ニ
シ
ン
の
生
活

史
と
資
源
変
動
I
I

分
布
移
動
と
成
長

栽
培
技
研

児
玉
純

一

(
一
九
八
八
)
万
石
浦

ニ
シ
ン
の
生
活

史
と
資
源
変
動
I
Ⅱ

生
殖
と
食
性

栽
培
技
研

坂
野
栄
市

(
1
九
五
二

a
)
厚
岸
湾
の
ニ
シ
ン
に

就

い
て
3

水
産
ふ
化
場
試
験
報
告

坂
野
栄
市

(
1
九
五
二
b
)
厚
岸
湾
の
ニ
シ
ン
に

就

い
て
佃

水
産
ふ
化

場
試
験
報
告

中
山
信

之
二

九
五
八
)
厚
岸
湾
に
お
け
る

ニ
シ

ン
の
異
常
早
期
産
卵
に

つ
い
て

北
水
試
月
報

4
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-

ソ
連
の
科
学
論
文
紹
介

-

千
島
大
陸
斜
面

の
底
魚
資
源

高

こ

の
論
文
の
中
で
は
ベ
I
-
ン
グ
海
の
ナ
ヴ

ァ
-

ン
区

域
'
東
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
区
域
'
北
千
島
区
域
'

南
千
島
区
域
に
四
区
分
し
て
詳
述
し
て
い
ま
す
が
'

こ
こ
で
は
特
に
北
海
道
に
近
い
北
千
島
区
域
と
南
千

島

区

域
に
つ
い
て
'
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
｡

な
お

｢
大
陸
斜
面
｣
は

｢
陸
棚
斜
面
｣
と
-
い
い
'

大
陸
棚
外
縁
か
ら
や
や
急
勾
配

(
≡
-
六
度
)
で
深

海
底
に
お
-
る
斜
面
で
す
｡

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
-
1
が
発
行
し
て
い
る
専
門
誌

｢
ヴ

ァ
プ

ロ
ー
ス
ィ
･
イ
フ
チ
ア
ロ
ー
ギ
イ
｣

(
負

類
学
の
諸
問
題
､

1
九
九

1
年
'
第

二
号
)
に
極
東

海
域
の
底
魚
資
源
に
関
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
｡
著
者
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
あ
る
チ
ン
ロ
ー

(
太
平
洋
漁
業
海
洋
学
研
究
所
)
の
イ

ェ
･
エ
ン

･

イ
リ
イ
ン
ス
キ
I
で
'
論
文
題
名
は

｢
西
部

ベ
1
-

ン
グ
海
'
カ
ム
チ
ャ
ソ
ヵ
太
平
洋
沿
岸
'
千
島
列
島

の
大
陸
斜
面
に
お
け
る
底
魚
漁
獲
物
組
成
の
経
年
変

化
｣
で
す
｡

著
者
は
太
平
洋
漁
業
海
洋
学
研
究
所
に
保
存
し
て

あ
る
'
約
三
十
年
間
に
わ
た
る
資
料
を
用
い
て
こ
の

論
文
を
ま
と
め
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
資
料
は
ソ
連

極
東
の
大
陸
斜
面
で
､
着
底
ト

ロ
ー
ル
綱
で
収
集
し

た
も
の
で
す
｡
調
査
は

一
九
五
七
年
に
始
ま
り

一
九

八
七
年
ま
で
続
け
ら
れ
'
調
査
航
海
は

一
九
九
回
に

及
び
ま
し
た
｡
着
底
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
調
査
は
水
深

二

五

〇
〇

m
ま
で
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
'
こ
の
論

文
で
は

そ
の
う
ち
大
陸
斜
面
上
部
の
底
魚
資
源
に
触

れ
て
い
ま
す
｡

図1 大陸斜面の統計区域

1一区域の境界
2-200m等深線

3-区域番号 .･Ⅰ-ナヴ7リン

Ⅱ一束カムチャッカ

Ⅲ一北千島

Ⅳ-南千島
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釧路水坑だより 第66号 (1991･10)

表1 1960-1984年(12月～4月)の北千島大陸斜面における

底魚の1曳網当り漁獲量および魚種別比率(%)

(漁獲量単位 :Kg)

水 深 範 囲 ､ 年

種､グループ

マ ダ ラ

カ ラ ス ガ レ イ

ア ブ ラ ガ レ イ

オ ヒ ョ ウ

ウ マ ガ レ イ

シュムシュガレイ

そ の 他 カ レ イ

ク サ ウ オ 科

エ イ 類

ソ コ ダ ラ 科

ギ ン ダ ラ

フ サ カ サ ゴ 科

ア イ ナ メ 科

ヨコスジカジカ属

全 底 魚 類

ス ケ ト ウ ダ ラ

曳 網 回 数

)m 200-400m

1980- 1960- 1965- 1970- 1975- 1980-
9 1984 1964 1969 1974 1979 1984

178 44 48 425 61 175
) (30.8) (4.7) (8.5) (35.5) (24.4) (59.9)

90 39 8 15 10 19
) (15.6) (4.1) (1.4) (1.2) (4.0) (6.5)

4 1 2 2 0.2 2
) (0.7) (0.1) (0.4) (0.2) (0.1 ) (0.7)

7 0.8 3 17 2 2
) (1.2) (0.1) (0.5) (1.4) (0.8) (0.7)

3 十 1 111 1 3
) (0.5) (+) (0.2) (9.2) (0.4) (1.0)

65 74 119 301 76 65
) (ll.3) (7.9) (21.0) (25.1) (30.4) (22.3)

3 1 0.6 3 2 1
) (0.5) (0.1) (0.1) (0.2) (0.8) (0.3)
142 12 10 33 9 4

) (24.6) (1.3) (1.8) (2.7) (3.6) (1.4)

37 42 55 29 8 13

) (6.4) (4.5) (9.7)303 (2.4)ll (3.2) (4.5))) 13 724 3 1
) (2.3) (77.0) (53.5) (0.9) (1.2) (0.3)

7 3 17 254 78 7

) (1.2) (0.3)940.8 (3.0) (21.1) (31.2) (2.4)250.2 292

28) (4.9) - -

577 566.6 1,201
) (100) (100) (100) (100) (100) (100)

2,472 380 543 1,139 1,968 2,064
) (428.4) (40.4) (95.8) (94.8) (785.6) (706.8)

- 6-



釧籍水拭だより 第66号 (1991･10)

表2 1960-1984年 (12月～4月)の南千島大陸斜面における

底魚の1曳網当り漁獲量および魚種別比率 (% )

(漁獲量単位 :Xg)

L種､グループ 水 深 範 囲 ､ 年200-600m 200-400m

1960- 1965- 1980- 1965- 1970- 1975- 1980-

1964 1969 1984 1969 1974 1979 1984

マ ダ ラ 18 38 102 26 69 65 97
(6.8) (7.5) (47.9) (17.7) (41.1) (44.4) (54.5)

カ ラ ス ガ レ イ 52 26 9 2 + 0.6 3
(19.6) (5.1) (4.2) (1.4) (+) (0.4) (1.7)

ア ブ ラ ガ レ イ 0.3 25 ll 8 9 12 6
(0.1) (5.0) (5.2) (5.4) (5.4) (8.2) (3.4)

オ ヒ ョ ウ 2 10 0.8 2 5 6 0.8
(0.8) (2.0) (0.4) (1.4) (3.0) (4.1) (0.4)

サ メ ガ レ イ 2 35 21 4 24 5 3
(0.8) (6.9) (9.9) (2.7) (14.3) (3.4) (1.7)

パ パ ガ レ イ 1 3 2 3 3 5 0.3

(0.4)0.7 (0.6)0.9 (0.9)12 (2.0) (1.8) (3.4) (0.2)

シユムシユガレイ 3(2.0) 5(3.0) 2(1.4) 2(1.1)

ウ マ ガ レ イ 12(8.2) ll(6.5) 0.7(0.5) 2(1.1)

そ の 他 カ レ イ 4(2.7) 1(0.6) 0.1(0.1) +(+)

ク サ ウ オ 科 2(1.4) 5(3.0) 2(1.4) 17(9.5)

工 .イ 類 3(2.0) 15(8.9) 8(5.5) 13(7.3)

ア イ ナ メ 科 0.9 4 34 12

(0.3) (0.2) (5.6) (0.6)69 (2.4) (23.2) (6.7)

ソ コ ダ ラ 科 0.7(0.3) 6(1.2) - - - -

フ サ カ サ ゴ 科 189 358 52 14 4 8
(71.0) (70.9) (24.4) (47.0) (8.3) (2.7) (4,5)

そ の 他 の 種 + 3 3 8 3 2 14
(+) (0.6) (1.4) (5.4) (1.8) (1.4) (7.9)

全 底 魚 類 265.7 504.9 212.8 146.9 168 146.4 178.1
(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100)

ス ケ ト ウ ダ ラ 140 346 951 342 1,646 1,015 82■1
(52.7) (68.5) (446.9) (232.8) (979.8) (693.3) (461,0)

-7-



釧祐水洗だより 第66号 (1991･10)

北
千
島
区
域

六
〇
年
代
初
め
に
お
け
る
漁
獲
量
の
中
心
は
フ
サ

カ
サ

ゴ
科
で
し
た
｡

フ
サ
カ
サ
ゴ
科
は

エ
イ
類
お
よ

び
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
と
と
も
に
'
底
魚
漁
獲
量
の
八
五

･

四
%
を
占
め
ま
し
た
｡

六
〇
年
代
か
ら
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
'
ギ
ン
ダ
ラ
'
ア

ブ
ラ

ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
が
減
少
し
は
じ
め
ま
し
た
｡

ソ
コ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
も
減
少
し
ま
し
た
｡
フ
サ
カ
サ

ゴ
科
の
急
激
な
漁
獲
量
低
下
は
七
〇
年
代
初
め
に
見

ら
れ
ま
し
た
｡
ア
ブ
ラ
ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
は
七
〇
年

代
末
に
最
低
で
し
た
｡

ギ
ン
ダ
ラ
お
よ
び
ソ
コ
ダ
ラ
は

一
九
八
〇
-
一
九

八
四
年
に
水
深
二
〇
〇
I
五
〇
〇

m
域
で
は
一
般
に

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
マ
グ
ラ
の
漁
獲
量
は

一
九

七
〇
I

f
九
七
四
年
お
よ
び

1
九
八
〇
I

T
九
八
四

年

に
増
加
し
ま
し
た
｡

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
が
最
も
多
い
の
は
六

〇

年
代
初
め
と
八
〇
年
代
初
め
で
し
た
｡

シ

ュ
ム
シ

ュ

ガ
レ
イ
お
よ
び

ア
イ
ナ
メ
科
の
最
大
漁
獲
量
は
七
〇

年
代
に
'

エ
イ
類
で
は

1
九
六
五
I

一
九
六
九
年

お

よ
び

1
九
八
〇
I

l
九
八
四
年
に
見
ら
れ
ま
し
た
｡

ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
の
漁
獲
量
は
七
〇
年
代
に
著
し
-
増

加
し
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
北
千
島
区
域
で
は
六

〇
年
代
末
に
水

深
二
〇
〇
-
四
〇
〇

m
域
で
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
'
シ

ュ

ム
シ

ュ
ガ
レ
イ
'
マ
ダ
ラ
が
底
魚
漁
獲
量
の
八
三
%

を
占
め
ま
し
た
｡

七
〇
年
代
初
め
に

マ
ダ
ラ
､
シ

ュ
ム
シ

ュ
ガ
レ
イ
'

ア
イ
ナ
メ
科
が
底
魚
漁
獲
量
の
八

一
･
七
%
を
占
め

ま
し
た
O
八
〇
年
代
初
め
に

マ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
は
底

魚
漁
獲
量
の
半
分
以
上
に
な
-
､
シ
ュ
ム
シ
ュ
ガ
レ

イ
と
合
わ
せ
る
と
八
二

二

7%
を
占
め
ま
し
た
.

(表
-
参
照
)

南
千
島
区
域

六
〇
年
代
に
漁
獲
量
の
中
心
を
成
し
た
の
は
フ
サ

カ
サ
ゴ
科
の
魚
類
で
し
た
｡
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
と
カ
ラ

ス
ガ
レ
イ
で
総
漁
獲
量
の
九
〇

二
ハ
%
を
占
め
ま
し

た
｡六
〇
年
代
末
に
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
は
急
速

に
減

少
し
'
漁
獲
量
の
中
心
に
な

っ
た
の
は
フ
サ
カ

サ
ゴ
科
､

マ
グ
ラ
'
サ
メ
ガ
レ
イ
で
し
た
｡
カ
ラ
ス

ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
は
七
〇
年
代
初
め
に
最
低
に
な
-

ま
し
た
｡

フ
サ
カ
サ
ゴ
科
の
数
量
は
七
〇
年
代
初
め
に
急
激

に
減
少
し
'
七
〇
年
代
末
に
最
低
に
な
-
ま
し
た
｡

ア
ブ
ラ
ガ
レ
イ

の
漁
獲
量
は
六
〇
年
代
末
お
よ
び
七

〇
年
代
に
増
加
し
た
-
の
の
'

八
〇
年
代
初
め
に
急

速
に
減
少
し
ま
し
た
｡

マ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
は
七

〇
年
代
初
め
と
八

〇
年
代

に
増
加
し
'
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代
に
二
〇
〇
I
四

〇
〇

m
域
で
総

漁
獲
量
の
約

半
分
を
占
め
ま
し
た
｡

サ
メ
ガ
レ
イ
'
シ

ュ
ム
シ

ュ
ガ
レ
イ
'
ク
サ
ウ
オ

科
､

エ
イ
類
は
七

〇
年
代
初
め
に
数
量
が
よ
-
多
く

な
り
ま
し
た
｡
ウ

マ
ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
は
明
ら
か
に

減
少
し
'
七
〇
年
代
に
最
低
に
な
り
ま
し
た
｡

ア
イ
ナ
メ
科
の
漁
獲
量
は
七
〇
年
代
に
増
加
し
'

そ
の
後
は
急
速
に
減
少
し
ま
し

た
｡
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

の
漁
獲
量
は

1
九
七
〇

I
一
九
七
四
年
に
著
し
-
増

加
し
ま
し
た
｡

全
体
的
に
み
て
南
千
島
区
域
で
も
他
の
区
域
と
同

様
に
漁
獲
量
の
中
心
と
な
る
魚
類
が
変
化
し
て
き
ま

し
た
｡
八
〇
年
代
初
め
に
総
漁
獲
量
の
約
半
分
を

マ

グ
ラ
'
約

四
分
の

一
を
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
が
占
め
､
こ

れ
ら
と
サ
メ
ガ
レ
イ
が
底
魚
漁
獲
量
の
八
八

･
二
%

を
占
め
ま
し
た
｡

(表
2
参
照
)

(
た
か

あ
き
ひ
ろ
･
漁
業
資
源
部
)

8

村
費

7
t

n

ti
H
C
K
H
FI

E
.
H

.

K
エ
O
Tt
O
n
e
T

H
王
e

王
3
M
e
H
e
H
M
f7

t3

C
O
C
T
a
B
e

y
n

o
B
O

E
3

4
O
H
H
hlX

p
tJ
6

H
a

M
a
T

e
p
J4K
O
B
O
M

C
K
n
O
H
e

3
a
コ
a
n
H
O
Ea

.1
a
C
T
M

B
e

p
H
H
r

O
B

a

M
O
P
S)
,

1
王
X
O
O
K
e
a
H
C

K
O
r
O

コ
0
6
2
P

e
X
b
R

K

aM
IIa
l
K
J4

H

K

y
p
f4
Jtb
C
K
H
X

O
C
T
P
O
B
O

B･
B
o

コ
P
O
C
h
L

H
X
↑
H
O
J

O
r
H
M

l

t
9
9
)

,

T
O
M

3
1
'
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b
t
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.



glI路水洗だより 第66号 (1991･10)

地
域

特産種
増
殖技
術
開

発
事
業

ホ
ツ
キ
ガ
イ
の積極
的
な
増
殖
にむけ
て

城

野

草

平

ホ
ッ
キ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
北
海
道
は
平
成
二
年
度

か
ら
こ
の
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
｡
人
工
種
苗
生

産
は
道
南
の
鹿
部
町
に
あ
る
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ

ー
が
'
中
間
育
成

(延
べ
縄
垂
下
方
式
)
は
同
セ
ン

タ
ー
と
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
が
八

雲
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

て
い
ま
す
｡
ま
た
資
源
添
加

(海
底
直
蒔
き
に
よ
る

中
間
育
成
)
は
釧
路
水
産
試
験
場
と
釧
路
東
部
地
区

こ
れ
ま
で
は
国
お
よ
び
各
県
の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ

ー
や
水
産
試
験
場
を
中
心
に
主
要
魚
介
類
に
つ
い
て

栽
培
漁
業
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
｡
し

か
し
'
そ
れ
ら
主
要
魚
介
類
以
外
に
-
地
域
に
密
着

し
た
重
要
な
魚
介
類
す
な
わ
ち
地
域
特
産
種
が
あ
る

た
め
'
そ
れ
ら
の
種
の
栽
培
漁
業
の
地
域
定
着
化
を

目
指
し
て
､
昭
和
六
三
年
度
か
ら
五
力
年
計
画
で
国

の
補
助
を
受
け
て
始
め
ら
れ
た
の
が
こ
の
地
域
特
産

増
殖
技
術
開
発
事
業
で
す
｡

こ
の
事
業
は
魚
種
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て

い
ま
す
｡
こ
こ
で
紹
介
す
る
ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
二
枚
貝

類
グ
ル
ー
プ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
-
'
北
海
道
､
青

森
県
､
宮
城
県
､
福
島
県
'
茨
城
県
で
人
工
種
苗
生

産
'
中
間
育
成
'
資
源
添
加
に
つ
い
て
技
術
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
｡

な
お
二
枚
貝
類
グ
ル
ー
プ
に
は
ホ

ッ
キ
ガ
イ
の
他

に
イ
タ
ヤ
ガ
イ

(島
根
県
'
宮
崎
県
)
､
ト
-
ガ
イ

(石
川
県
'
京
都
府
)
'
セ
タ
シ
ジ
-

(滋
賀
県
)

も
含
ま
れ
て
お
り
'
そ
れ
ぞ
れ
の
種
で
得
ら
れ
た
結

果
を
有
効
に
活
用
し
あ

っ
て
い
ま
す
｡

表 1 全 体 計 画

項目 調査 .技術開発 内 容 実施または 年次計画
課 題 . 目 標 委託先機関 2 3 4

塞醍調査 生態 .漁場特性把握 既存資料の整理､検討 栽培漁業総合センター釧路水産試験場

種苗蛋産 親貝養成技術開発椎貝飼育管甥技術の 調温及び給餌管理による成熟 .産卵制御椎貝の効率的な大量飼 栽培漁業総合センター
技 確立 育法の確立

術開莱 餌料大量培養技術の 餌料種の検討と大量培
確立 養技術の確立

中 海中育成技術の確立陸上越冬育成技術の 垂下方式における育成 栽培漁業船

間 サイズ .密度､育成器 合センター

育 及び育成場所の検討 渡島北部地

成技術 (育成環境の把握 )冬期間における陸上育 区水産技術普及指導所

開発 開発 成方法の検討 八雲町漁業協同組合

資 放流技術の開発漁場造成手法の開発 海中構造物周辺静穏城での放流方法及び放流サイズ､放流密度 と放 釧路水産試験場釧路東部地

蘇 流種苗の生残､成長､ 区水産技術

蘇 分散移動の検討 普及指導所

加 放流適正漁場造成手法 浜中漁業協

技 及び雲散動物の駆除方 同組合

術開莱 標識方法の確立 法の検討標識法の比較検討 (アリザ リンレッドS､ラッカースプレー､接着剤法 )



釧路水式だより 第66号(1991･10)

I

[亘二重圃
l
事業の展開

※種苗生産施設軽備
好漁 場 造 成
※資源･漁場の管理
洋(中間育成施設整備)

漁家経営の安定向上

漁獲量の維持増大

(車高申可

試験研究課題

図1 全体計画及び平成2年度のフローチャート
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釧路水託だより 第66号(1991･10)

水
産
技
術
普
及
指
導
所
が
浜
中
漁
業
協
同
組
合
の
協

力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
｡
表
Ⅰ
に
こ
の
事
業
の

全
体
計
画
を
'
図
1
に
全
体
計
画
お
よ
び
平
成
二
年

度
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
し
た
｡

平
成
二
年
度
の
調
査
結
果
は

｢
平
成
二
年
度

栽

培
漁
業
技
術
開
発
事
業
報
告
書

(
ヒ
ラ
メ

･
ホ
ッ
キ

ガ
イ

･
マ
ツ
カ
ワ

･
ー
ヤ
マ
エ
ビ
)

北
海
道
｣
と
'

｢
平
成
二
年
度

地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発
事
業

報
告
香

(
二
枚
貝
類
グ
ル
ー
プ
)

水
産
庁
｣
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
'
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
｡

1
.

人
工
種
苗
生
産

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
人
工
種
苗
生
産
技
術
開
発
で
は
親

貝
の
養
成
と
種
苗
の
大
量
生
産
の
二
項
目
に
つ
い
て

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

前
者
で
は
水
温
と
給
餌
の
管
理
に
よ
り
'
親
貝
の

成
熟
促
進
と
産
卵
制
御
に
よ
る
早
期
採
卵
と
採
卵
の

安
定
化
を
は
か
る
た
め
'
五
℃
'
八
℃
'

一
一
℃
へ

一
四
℃

(後
に
九
℃
に
降
温
)
の
各
水
温
条
件
下
で

給
餌
飼
育
を
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
'
産
卵

促
進
の
効
果
は

二

℃
区
で
最
も
顕
著
で
､
通
常

(
五

月
下
旬
～
六
月
上
旬
)
よ
り

一
カ
月
以
上
も
早
い
四

月
中
旬
に
採
卵
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡

ま
た
後
者
で
は
沈
着
椎

貝

(殻
長
二

m
)
を
安
定

的
に
確
保
し
､
さ
ら
に
こ
れ
を
中
間
育
成
用
稚
貝

(顔

長
五
～

1
0

E
)
に
ま
で
育
成
す
る
効
率
的
な
大
量

飼
育
方
法
を
確
立
す
る
た
め
に
､

エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン

方
式
に
よ
る
連
続
通
気

･
微
注
水
飼
育
方
法
を
検
討

し
ま
し
た
｡
平
成
二
年
度
は
平
均
殻
長
二

･
六
～

一

六

･
四

m
の
椎
貝
を

1
八
万
三
千
個
生
産
し
'
次
に

述
べ
る
中
間
育
成
と
資
源
添
加
の
技
術
開
発
試
験
に

共
し
ま
し
た
｡

2
.
中
間
育
成

本
道
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
海
中
中
間
育
成
試
験

で
わ
か

っ
た
こ
と
を

も
と
に
延
べ
縄
垂
下
方
式
に
よ

る
育
成
技
術
の
確
立
を
は
か
る
目
的
で
'
噴
火
湾
の

八
雲
町
で
平
成
二
年

一
二
月
二
〇
日
に
約
四
七
､
六

〇
〇
個

(殻
長
三

･
四
～

l
六

･
四

m
)
の
育
成
試

験
を
開
始
し
て
い
ま
す
｡
図
2
と
図
3
に
そ
の
施
設

を
示
し
ま
し
た
｡
平
成
三
年

九
月
ま

で
の
予
定
で
育

成
サ
イ
ズ
'
育
成
密
度
'
育
成
管
理
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
｡
現
在
試
験
継
続
中
で
す
｡

3
.
資
源
添
加

北
海
道
東
部
海
域
で
は
冬
期
間
の
流
氷
や
結
氷
の

た
め
'

一
般
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
延
べ
縄
な
ど
の

施
設
を
利
用
し
た
中

間
育
成
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
｡
そ
こ
で
浜
中
湾
に
設
置
さ
れ
た
離
岸
堤
が
作

り
出
す
静
穏
城
を
利
用
し
て
'
海
底
直
蒔
き
に
よ
る

人
工
種
苗

(栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
I
産
)
の
中
間

育
成
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
｡

こ
れ
に
よ

っ
て
'
ど
の
よ
う
な
環
境
の
海
域

(例

え
ば
水
温
'
塩
分
'
海
水
の
流
れ
の
強
さ
'
海
底
の

砂
の
状
態
な
ど
)
に
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
種
苗

:=二-= = = =--:二二二二=-
図2 中間育成施設
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釧路水杭だより 第66号 (1991･10)

1

図3 中 間 育 成 器

を
放
流
す
れ
ば
成
果
が
上
が
る
の
か
が
分
か

っ
て
き

ま
す
｡
平
成
｡
.咋
九
月
に
放
流

一
年
後
の
種
苗
の
残
留
数

を
朋
煎
し
ま
す
.
現
在
調
査
は
継
続
中
で
す
の
で
'

以
卜
に
そ
の
経
過
を
示
し
ま
す
｡

川
人
工
種
苗
の
輸
送

前述
の
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た

殻
長
二
～
七

m
の
種
苗

一
〇
･
二
万
個
を
'
平
成
二
年

一
〇
月

一
五
日
に
放
流
区

を
設
定
し
た
浜
中
町
ま
で

陸

路
輸
送
し
ま
し
た
｡
輸
送
に
よ

っ
て
低
下
す
る
種

苗
の
活
力
の
回
復
を
図
る
た
め
放
流
ま
で
蓄
養

(F

R
P
水
槽
で
飼
育
)
し
ま
し
た
｡
こ
の
時
は
餌
を
与

え
て
い
ま
せ
ん
｡
ま
た
輸
送
前
後
と
蓄
養
時

の
種

苗
の
活
力
判
定
を
潜
砂
試
験
に
よ
り
お
こ
な
い
ま
し

た
｡輸
送
は
四
～
五

m
の
厚
さ
に
砂
を
敷
い
た

一
〇
個

の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱

(
L
五
七
×
W
三
三
×
H
1

二

E
)
に
種
苗
を
分
け

て
潜
砂
さ
せ
'
水
を
切

っ
た

状
態
で
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
輸
送
中
の
車
の
振
動
や

温
度
上
昇

(
1
八

･
二
℃
1
二
〇

二
ハ
℃
)
で
種
苗

の
潜
砂
状
況
は
変
化
す
る
こ
と

は
な
-
'
こ
の
方
法

は
長
時
間
の
輸
送
に
は
種
苗
の
安
定
性
を
考
え
る
と

有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡

活
力
判
定
は

一
定
時
間
毎
に
何
個
の
種
苗
が
砂
に

潜
る
か
､
そ
の
割
合
を
指
標
と
し
ま
し
た
｡
そ
の
結

果
を
図

3
に
示
し
ま
し
た
｡
種
苗
の
活
力
は
輸
送
に

よ

っ
て
明
ら
か
に
低
下
し
て
い
ま
す
｡
蓄
糞
は
無
投

餌
と
い
う
種
苗
に
と

っ
て
き
び
し
い
条
件
下
で
あ

っ

た
の
で
'
活
力
の
回
復
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
'

餌
や
水
温
な
ど
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
十

分
に
対
処
で
き
る
と
思
い
ま
す
｡

佃

放
流
お
よ
び
追
跡
調
査

浜中
湾
の
離
岸
堤
岸
側

(
以
下
離
岸
堤
区
と
し
ま

す
)
と
霧
多
布
港
内
の
ア
サ
-
樵

(
以
下
ア
サ
-
樵

区
と
し
ま
す
)
に
放
流
区
を
設
け
t

f
〇
月

1
九
日

に
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
万
個
と

〇
･
二
万
個

を
放
流
し
ま

し
た
｡
放
流
前

に
は
天
然

稚
貝
が
い
る
か
ど
う
か
'

海
底
の
砂
の
状
態
'
害
敵
生
物
に
つ
い
て
'
ま
た
放

流
後
に
は
海
の
状
況
'
海
底
の
砂
の
状
態
､
放
流
し

た
種
苗
が
潜
砂
し
て
い
る
か
ど
う
か
'
害
敵
生
物
の

各
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
｡

20 25 305 10 15

時 間(分)

図4 輸送前､輸送後､蓄華中の潜砂試験結果
一 輸送前 ●輸送後 ▲蓄養15時間後 ■蓄養45時間後
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00

乃

釦

缶

o

潜
砂

個

体
の

割

合

(
%

)

放
流
区
の
状
況

浜
中
湾
に
は
ホ

ッ
キ
ガ
イ
の
打
ち
上
げ
防
止
を
目

的
に
昭
和
五
七
～
六

1
年
の
大
規
模
増
殖
場
造
成
事

業
に
JI6-
堤
長

二
〇
〇

m
の
離
岸
堤
が
'
堤
間
隔

7

0

0
m
'
距
岸
距

離
八
〇
〇

m
で
五
基
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
O
そ
の
構
造
は
中
割
石
の
基
礎
の
上
に

1
0



釧路水武だより 第66号 (1991.10)

t
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
を
二
層
積
み
に
し
た
も
の
で
す
｡

こ
の
離
岸
堤
に
よ
り
'
計
算
上
で
は
波
高
が
二

･
三

m
以
下
の
静
穏
域
が
岸
側
に
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
｡
こ
こ
に
図
五
に
示
す
よ
う
に
離
岸
堤

区
を
設
置
し
ま
し
た
｡

一
方
ア
サ
-
礁
は
浜
中
漁
協
が
客
土
を
し
て
試
験

的
に
ア
サ
-
養
殖
を
お
こ
な

っ
て
い
る
場
所
で
'
山

砂
'
山
砂
+
海
砂
'
海
砂
で
そ
れ
ぞ
れ
造
成
さ
れ
た

三
区
画
よ
り
な

っ
て
い
ま
す
｡
潮
間
帯
に
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
小
潮
期
に
は
干
出
し
ま
せ
ん
が
'
大
潮

･
叶

.i.i.
I

離岸娃NQ,3

破線-ロープなし
実線-5mロープ

m

=区

5

‥流放

2:･IJ

図5軸岸塊区設置状況
*:自記式水温流向流速計設置場所

20m 20m 20m

図6 アサリ礁区設置状況

期
に
は
山
砂
区
側
が
干
出
し
ま
す
｡
こ
こ
に
図
六
に

示
す
よ
う
に
ア
サ
-
礁
区
を
設
置
し
ま
し
た
｡

放
流
事
前
調
査

人
工
種
苗
を
放
流
す
る
前
に
'
一離
岸
堤
区
周
辺
で

は
天
然
ホ
ッ
キ
ガ
イ
椎
貝
が
生
息
し
て
い
る
か
ど
う

か
と
海
底
の
砂
の
状
態

(粒
度
組
成
t
c
O
D
t
全

硫
化
物
)
'
ア
イ
ナ
メ
龍
に
よ
る
害
敵
生
物
の
生
息

状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
ま
し
た
｡
放
流
予
定
の
場

所
と
そ
の
周
辺
の
砂
の
状
態
は
稚
貝
の
生
息
に
適
し

て
い
ま
し
た
が
'
天
然
稚
貝
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
｡
ま
た
ア
イ
ナ
メ
龍
で
採
集
さ
れ
た
生
物
は
､
ク

-
ガ
ニ
'

コ
マ
イ
'
エ
ゾ
ア
イ
ナ
メ
な
ど
で
し
た
が
'

魚
類
の
胃
内
容
物
に
は
ホ
ッ
キ
ガ
イ
椎
貝
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
｡

ア
サ
-
礁
区
で
も
離
岸
堤
区
と
同
じ
を
調
査
し
ま

し
た
｡
離
岸
堤
区
と
同
様
に
天
然
椎
貝
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
｡
砂
の
状
態
は
泥
の
沈
積
が
見
ら
れ
た

他
は
離
岸
堤
区
と
同
様
で
し
た
｡

放

流
人
工
種
苗
の
放
流
は
浜
中
漁
協
で
蓄
養
し
た
後
に

十
月
十
九
日
に
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
離
岸
堤
区

(放

流
密
度

二

三
三
〇
個
体
/
〟

)

に
は
ダ
イ
バ
ー
に

よ
り
'
ま
た
ア
サ

-
礁
区

(放

流
密
度
五
〇
〇
個
体

/
〟

)

に
は
陸
上
か
ら
直
接
放
流
し
ま
し

た
｡
放
流

後

す

ぐ

に
種
苗
が
砂
に
潜
る
様
子
が
観
察
さ
れ
ま
し

た
｡
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釧給水拭だより 第66号(1991.1Q)

追
跡
諏
査

(離
岸
堤
区
)

放
流

一
目
後
'
十
日
後
'
1
カ
月
後
'
二
カ
月
後
'

(冬
期
間
は
結
氷
の
為
調
査
で
き
ず
)
七
カ
月
後
'

九
カ
月
後
に
海
の
状
況
'
海
底
の
砂
の
状
態
'
種
苗

が
砂
に
潜

っ
て
い
る
か
ど
う
か
'
害
敵
生
物
､
天
然

ホ
ッ
キ
ガ
イ
が
生
息
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
｡

海
の
状
況
で
特
筆
す
べ
き
は
十
月
二
十
四
日

(放

流
五
日
後
)
と
十

7
月
五
日

(放
流
十
七
日
後
)
の

大
時
化
で
し
ょ
う
｡
特
に
後
者
は
近
年
に
な
い
大
時

化
と
な
り

'
北
海
道
東
部
海
域
で
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
打

ち
上
げ
な
ど
の
水
産
被
害
を
与
え
ま
し
た
｡

海
底
の
砂
の
状
態
は
粒
土
組
成
t
c
O
D
t
全
硫

化
物
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
が
､
放
流
前
か
ら
ほ
と

ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

毎
回
の
調
査
で
潜
水
す
る
た
び
に
放
流
し
た
種
苗

が
見
ら
れ
'
掘
り
起
こ
さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
潜
り
ま

し
た
｡
十
月
二
十
四
日
の
時
化
後
の
調
査
で
は
か
な

り
の
種
苗
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡
十

7
月
五
日
の
時

化
後
は
さ
す
が
に
激
減
し
た
よ
う
で
し
た
が
'
そ
れ

で
も
種
苗
は
何
個
か
は
見
ら
れ
ま
し
た

(残
留
数
は

平
成
三
年
九
月
に
調
査
す
る
予
定
で
す
)
｡
近
年
に

な
い
大
時
化
の
後
で
し
た
か
ら
'
誰
も
が
残
留
数
ゼ

ロ
と
諦
め
て
い
ま
し
た
が
'
離
岸
堤
が
時
化
を
-
い

止
め
る
効
果
が
証
明
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
｡
害
敵
生
物
の
調
査
で
は
甲
殻
類
で
は
ヤ
ド
カ
-
類
'

ク
リ
ガ
ニ
'
肉
食
性
巻
貝
頓
で
は
タ
マ
ガ
イ
類
'
エ

数字は1採希書(0.05TZf)当たりの椎点数

O.% 5M Oel■

図7 天然ホッキガイ稚貝の生息状況

(平成2年10月31日)
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釧路水拭だより 第66号日991.10)

ゾ
バ
イ
な
ど
､
魚
類
で
は
コ
マ
イ
'
エ
ゾ
ア
イ
ナ
メ

な
ど
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
が
'
魚
類
に
つ
い
て
は
ホ

ッ
キ
ガ
イ
稚
貝
を
食
べ
て
い
る
よ
う
す
は
は
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
｡

浜
中
湾
へL
体
の
大
然
ホ
ッ
キ
ガ
イ
椎
貝
の
分
布
調

虎
を
卜
月
▲..卜

7
日
に
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
'
離
岸

境
域
か
ら
離
れ
た
霧
多
布
港
寄
り
の
オ
オ
ア
マ
モ
生

育
域
で
天
然
稚
貝
が
見
ら
れ
ま
し
た

(図
七
)
｡
浜

中
湾
で
は
こ
の
オ
オ
ア
マ
モ
と
ホ
ッ
キ
ガ
イ
椎
貝
と

の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
｡

な
お
ア
サ
リ
礁
区
は
水
深
が
浅
-
'
冬
期
間
の
干

潮
時
の
水
温
が
氷
点
下
に
な
り
'
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
中

間
育
成
に
は
不
適
当
の
よ
う
で
す
｡

4
.
お
わ
り
に

道
東
各
地
で
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
打
ち
上
げ
を
引
き
起

こ
し
た
近
年
に
な
い
大
時
化
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
'
放
流
し
た
種
苗
が
確
認
で
き
た

(数
は
減
少

し
ま
し
た
が
)
こ
と
か
ら
､
離
岸
堤
の
岸
側
が
中
間

育
成
場
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性
が
兄
い
だ
さ
れ

ま
し
た
｡

こ
の
事
業
は
さ
ら
に
継
続
さ
れ
る
の
で
､
平
成
3

年
十
月
に
新
た
な
種
苗
を
放
流
す
る
計
画
で
す
｡
放

流
場
所
は
浜
中
湾
で
す
が
､
離
岸
填
区
の
は
か
に
天

然
椎
貝
が
見
ら
れ
た
オ
オ
ア
マ
モ
生
育
域

(
オ
オ
ア

マ
モ
が
静
穏
域
を
作

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
)

に
も
放
流
区
を
設
け
る
予
定
で
す
｡

栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
人

工
種
苗
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
｡
現
在
の
と
こ

ろ
生
産
数
は
余
り
多
-
あ
り
ま
せ
ん
が
'
今
後
種
苗

の
生
産
が
安
定
し
'
そ
れ
を
直
接
海
底
に
放
流
で
き

る
技
術
が
開
発
さ
れ
れ
ば
'
道
東
海
域
の
よ
う
に
流

氷
や
結
氷
で
延
べ
縄
な
ど
の
施
設
の
設
置
が
困
難
な

場
所
で
も
有
利
に
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
増
殖
事
業
が
展
開

で
き
ま
す
｡
ま
た
ホ
ッ
キ
ガ
イ
漁
場
で
稚
貝
の
発
生

が
極
め
て
悪
い
所
も
あ
る
の
で
'
人
工
種
苗
を
放
流

す
る
と
い
っ
た
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
｡
今
回
紹
介
し
た
人
工
種
苗
の
資
源
添

加
は
北
海
道
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
に
と
っ
て
は
新
し
い
方

法
で
す
が
'
こ
れ
ら
か
ら
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
を
考
え
る

上
で
重
要
な
増
殖
対
策
の

1
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
1

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
'
こ
の
事
業
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
漁
協
関
係
者
に
深

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

(さ
の

そ
う
へ
い

増
殖
部
)

15
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酵
素
で
カ
ズ
ノ
コ
の
膜
を
取
-
除
く

錦

織

孝

史

大

堀

忠

志

は
じ
め
に

全
道
の
水
産
試
験
場
の
加
工
部
門
で
は
昭
和
六
十

二
年
度
か
ら
､
国
の

｢特
定
地
域
中
小
企
業
対
策
臨

時
措
置
法
｣
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
た

『
加
速
的
技

術
開
発
支
援
事
業

』
と
い
う
仕
事
に
協
力
し
て
い
ま

す
｡
こ
の
中
に
『
技
術
指
導

』
が
あ
り
'
こ
れ
は
法

律
で
指
定
さ
れ
た
稚
内
'
網
走
'
根
室
'
釧
路
地
区

の
中
小
の
水
産
加
工
業
者
に
対
し
て
'
産

･
学

･
宮

の
技
術
者
'
研
究
者
が
連
携
し
な
が
ら
'
企
業
の
抱

え
て
い
る
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
も

の
で
す
｡

こ
の
事
業
に
よ
る
指
導
は
年
間
約
数
十
件
あ
り
ま

す
が
'
こ
の
中
で
､
あ
る
企
業
か
ら
'

｢
カ
ズ
ノ
コ

の
全
体
を
覆
う
膜

(卵
嚢
膜
)
を
取
り
除
い
た
'
高

級
感
の
あ
る
味
付
け
カ
ズ
ノ
コ
を
製
造
し
た
い
が
'

膜
の
除
去
を
手
作
業
で
や
る
の
で
は
人
件
費
が
か
か

り
す
ぎ
る
の
で
'
こ
れ
を
酵
素
処
理
に
よ
っ
て
省
力

化
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
｣
と
い
う
問
題
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
に
'
そ
の
よ
う
な
試
験
は

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
'
各
種
の

市
販
の
酵
素
を
取
り
揃
え
､
こ
れ
ら
の
酵
素
に
よ
る

カ
ズ
ノ
コ
の
膜
の
除
去
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
｡
そ
の
中
で
､
市
販
の
食
品
用
酵
素
に
よ
り

膜
が
除
去
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
以
下

に
そ
れ
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
｡

調
査
の
方
法

使
用
し
た
カ
ズ
ノ
コ
は
'
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
産
の
原

卵

(大
)
'
シ
ュ
ト
ラ
ン
ド
産
の
過
酸
化
水
素
処
理

卵

(特
大
)
'
南
ア
ラ
ス
カ
産
の
原
卵

(大
)
､
南

ア
ラ
ス
カ
産
の
過
酸
化
水
素
処
理
卵

(大
)
の
四
種

類
を
用
い
ま
し
た
｡
原
卵
と
い
う
の
は
輸
出
元
で
ニ

シ
ン
か
ら
卵
を
取
り
出
し
て
'
塩
漬
け
に
し
た
も
の

で
す
｡
ま
た
'
過
酸
化
水
素
処
理
卵
は
輸
入
さ
れ
た

原
卵
を
過
酸
化
水
素
で
処
理
し
て
脱
色
し
た
も
の
で

す
｡
酵
素
は
'
コ
ラ
ゲ
ナ
ー
ゼ
を
主
成
分
と
す
る
ノ

ボ
イ
ン
ダ
ス
ト
-
1
社
製
の
p
T
N
三

･
〇
S

(B

a
-
c
h

恥
F
T
I
二
〇
三
〇
)
を
用

い
ま
し
た
O

温
度
や
時
間
あ
る
い
は
酵
素

に
対
す
る
卵
の
量
等

最
適
な
条
件
を
知
る
た
め
に
'
以
下
の
方
法
に
よ
り

そ
の
条
件
を
調
べ
ま
し
た
｡
あ
ら
か
じ
め

一
定
の
温

度
に
し
て
お
い
た
水

道
水
三
〇
〇
加
に
カ
ズ
ノ
コ
1

○
○
タ
を
漬
け
込
み
十
分
間
撹
拝
し
'
卵
の
温
度
を

水
道
水
の
温
度
と
同
じ
に
し
ま
す
｡
こ
れ
に
定
め
ら

れ
た
濃
度
に
な
る
よ
う
酵
素
を
添
加
し
て
膜
の
除
去

を
開
始
し
ま
す
｡
酵
素
を
添
加
し
た
後
､
機
械
に
よ

っ
て
'
ビ
ー
カ
ー
全
体
を

一
定
の
方
向
に
揺
り
動
か

す
か
'
あ
る
い
は
静
か
に
放
置
L
t
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
に
つ
い
て
容
器
を
撹
拝
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を

調
べ
ま
し
た
｡
次
に
､
肉
眼
に
よ
り
カ
ズ
ノ
コ
全
体

を
被
う
薄
い
膜
と
櫛
状
部
分
の
境
目
に
あ
る
筋
状
の

繊
維
が
完
全
に
除
去
さ
れ
た
時
間
を
計
測
し
'
膜
の

除
去
時
間
と
し
ま
す
｡
最
後
に
'
酵
素
反
応
を
停
止

す
る
た
め
に
水
道
水
に
三
十
分
間
浸
し
ま
す
｡

結

果

T
t
過
酸
化
水
素
処
理
卵
に
つ
い
て

シ
ュ
ト
ラ
ン
ド
産
過
酸
化
水
素
処
理
卵
と
南
ア
ラ

ス
カ
産
過
酸
化
水
素
処
理
卵
'
そ
れ
ぞ
れ
の
卵

1
0

0
ク
に
水
道
水
三
〇
〇
鵬
を
加
え
へ
水
温

(酵
素

反

応
温
度
)
は
二
十

か
ら
三
十
五
℃
の
範
囲
で
'
酵
素

を
〇

二

7か
ら
〇

･
八
タ

(全
体
量
の
〇

･
〇
五
か

ら

〇
二

7%
)

の
範
囲

で
'
さ
ら
に
反

応
容

器
を
振

と

う
さ
せ
る
か
ど
う
か
'
こ
れ
ら
の
条
件
を
そ
れ
ぞ

れ
組
み
合
わ
せ
て
最
も
適
当
な
条
件
を
調
べ
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
条
件
と
結
果
を
表
I
に
示
し
ま
し
た
｡
こ

れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
'
過
酸
化
水
素
処
理
卵

の
膜
を
除
去
す
る
に
は
､
卵
と
水

(
一
対
三
)
を
二

十
五
℃
の
温
度
に
保
ち
'
こ
れ
に
〇

･
〇
五
%
の
酵

素
を
添
加
し
'
出
来
れ
ば
緩
や
か
に
撹

拝
を
行
う
と
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表 1 過教化水素処理卵の酵素処理条件と除去結果

e]名付1l･○ qb(羽車珊e〇･t量･ふ〇･滴

硬)GHae'園P ′机,iloU曝垣輝鞘ゆ題JJやjtJ車

hQ長山小量' U£∧116;灘全林htJ£'qJ是認碕iⅢ

名車卜噛J増訂Ll亜鼓紳需'(叫J 七 三〇 トJ忌ハp

Q集群ゆ哨Nh21柊｣ 桝 J iloトJQ粟 群 佃 W JJ

鬼PQJJ'最JJ煮 (l夜目)ゆ川幅.UQ,Erig堪QU

水道水 酵 素 温度 振とう 膜除去終了時間

(me) (9) (i) (℃) 有無 (分)

備

シュトラン ド産

過酸化水素処理卵

(

OL'L66L
)
叶
99拡

G
P
3
39
号
虻
看

南アラスカ産

過酸化水素処理卵

無

無

有

有

有

有

無

有

0

0

5

5

5

0

0

5

2

2

2

2

2

3

3

3

5

5

5

5

5

0

1

0

1⊥
2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

4

2

4

8

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

無

無

有

有

有

有

無

有

nU

O

5

5

5

0

0

5

2

2

2

2

2

3

3

3

5

5

5

5

5

0

1

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

4
2

4

8

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

9

10

11

12

13

14

15

16

1080 筋状の膜が残り､卵自体が脆 く崩れやすくなる

1080 同 上

40 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

40 膜は完全に除去されているが､卵粒が潰れやすくなる

25 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

15 同 上

19 同 上

10 同 上

1080 筋状 の膜が残り､卵自体が脆 く崩れやすくなる

1080 同 上

60 膜は 完全に除去され､卵はしっかりしており良好

56 同 上

44 同 上

12 同 上

20 同 上

10 同 上



(

OL'L661
)
叶
99
拡

O
P
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虻
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表2 原卵の静索処理条件と除去結果

カ ズ ノ コ Nn
卵 水道水 酵 素 温度振とう 膜除去終了時間
(9) (me) (9) (#) (℃)有無 (分)

備 考

シュ トラン ド産

原 卵

南アラスカ産

原 卵

無

無

有

有

有

有

有

有

有

無

0

0

5

0

0

0

5

5

5

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

5

1

1

2

4

1

2

4

2

0

0

0

0

0

nU
0

0

nU
0

8

0

4

4

8

6

4

8

6

8

0

2

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

2

2

2

2
2

2

2

無

無

有

有

有

有

有

有

有

0

0

5

0

0

0

5

5

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

2

5

1

1

2

4

1

2

4

0

0

0

nU
0

nU

nU

0

nU

8

0

4

4

8

6

4

8

6

0

2

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

7

8

9

0

1

2

3

4

5

2

2

2

3

3

3

3

3

3

1080 筋状の膜が残り､卵白体が脆く崩れやすくなる

1080 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

40 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

18 同 上

15 同 上

63 同 上

1080 筋状の膜が残り､卵自体が脆く崩れやすくなる

1080 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

120 同 上

30 膜は完全に除去され､卵はしっかりしており良好

18 同 上

同 上
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保
ち
'
酵
素
濃
度
を

〇
･
1
%
と
な
る
よ
う
に
酵
素

を
添
加
し
'
卵
が
壊

れ
な
い
程
度
に
強
-
撹
拝
を
行

う
と
､
三

〇
～
四
〇
分
後
に
膜
が
完
全
に
除
去
さ
れ

ま
し
た
｡

ま
た
､

こ
の
と
き
温
度
は
そ
の
ま
ま
で
'

添
加
す
る
酵
素
を
〇

･
1
%
か
ら
〇

･
四
%
の
四
倍

の
濃
度
に
す
る
と

膜
の
除
去
時
間

は
約

1
0
分
間
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
｡

三
'
酵
素
液
の
使
用
回
数
に
つ
い
て

酵
素
処
理
の
コ
ス
ト
を
低
減
化
す
る
た
め
に
'

7

度
作

っ
た
同
じ
酵
素
液
で
連
続
し
て
何
回
膜
の
除
去

が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
｡
酵
素
を

〇

･
二
タ

(全
体
量
の
〇

･
〇
五
タ
)
を
溶
解
し
た

水
温
三

〇
℃
の
水
道
水

三
〇

〇
加
で
､
シ
ェ
ト
ラ
ン

ド
産
過

酸
化
水
素
処
理
卵

あ
る
い
は
南
ア
ラ
ス
カ
産

過
酸
化
水
素
処
理
卵
を

1
回
に

1
0
0
タ
ず

つ
酵
素

処
理
し
て
'
膜
を
完
全
に
除
去
で

き
る
回
数
を
測
定

し
ま
し
た
｡
こ
の
結
果
を
表

3
に
示
し
ま
し
た
｡
連

続
し
て
酵
素
液
を
使
用
す
る
と
'
卵
の
出
し
入
れ
の

際
に
酵
素
液
が
次
第
に
減
少
し
て
'
回
数
と
と
も
に

膜
が
完
全
に
除
去
さ
れ
る
時
間
は
延
長
し
ま
し
た
が
'

連
続
し
て
六
回
ま
で
は
膜
の
除
去
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
｡

(
に
し
き
お
り
た
か
ふ
み

･
お
お
は
り
た
だ
し

加
工
部
)

淋
3

苛
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フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
て

旭

平
成
二
年
度
長
期
海
外
研
究
派
遣
事
業
に
よ
り
昨

年
の
七
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま
で
の
九
月
間
'
フ
ラ

ン
ス
南
部
の
モ
ン
ペ
-
エ
市
に
あ
り
ま
す
ラ
ン
グ
ド

ッ
ク
工
科
大
学

(
モ
ン
ペ
-
エ
第
二
大
学
)
に
て
'

研
究
を
行
う
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
｡
生
物
化
学

食
品
工
学
研
究
室
に
滞
在
L
t
こ
こ
の
ジ
ャ
ン
･
ク

ロ
ー
ド

･
シ
ェ
フ
テ
ル
教
授
と
と
も
に
公
私
と
も
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
'
研
究
生
盾
を
送
り
ま
し
た
｡

シ
ェ
フ
テ
ル
教
授
は
'

エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
に
よ
る
食

品
加
工
に
関
す
る
研
究
で
は
立
派
な
業
績
を
示
さ
れ

て
お
り
'
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
何
度
も
座
長
を

務
め
ら
れ
て
お
り
､
2
月
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催

さ
れ
た
食
品
学
会

へ
議
長
と
し
て
招
か
れ
て
い
ま
し

た
｡さ
て
､
研
究
課
題
で
す
が
'
こ
れ
は
エ
ク
ス
ト
ル

-
ダ
に
よ
る
食
品
加
工
が
中
心
で
'
実
験
に
使
用
し

た
材
料
は
'
フ
ラ
ン
ス
で
生
産
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ワ

シ
す
り
身
､
大
豆
タ
ン
パ
ク
質

(脱
脂
さ
れ
た
後
'

タ
ン
パ
ク
質
を
分
離
ま
た
は
濃
縮
さ
せ
た
も
の
)
'

乳
タ
ン
パ
ク
質
'
穀
物
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
で
す
｡
エ

ク
ス
-
ル
ー
ダ
は
ク
レ
ク
ス
ト
ラ
ル
社

(
フ
ラ
ン
ス
)

の
B
C
四
五
型

(
二
軸
同
方
向
回
転
)
を
使
用
し
ま

北

川

雅

彦

し
た
｡
も
と
も
と
エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
発
明
さ
れ
た
機
械
で
'
こ
の
機
械
に
よ
る
食
品
加

工
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
た
め
､
原

料
の
選
択
か
ら
装
置
の
組
合
せ
'
運
転
条
件
の
設
定
､

得
ら
れ
た
押
し
出
し
物

(
エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
に
よ
り

処
理
さ
れ
て
押
し
出
さ
れ
た
も
の
)
の
評
価
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
'
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
も

の
が
得
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
｡

今
回
は
移
動
中
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
や
モ
ン
ペ
-
工
で
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

モ
ン
ペ
-
工
ま
で
の
移
動

計
画
は
'
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
経
由
で
成
田
1
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
ー
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
ー
パ
-
1
モ
ン
ペ
-
工
で
､
当
然
の
こ
と
な
が

ら
す
べ
て
飛
行
機
に
よ
る
移
動
で
し
た
｡
と
こ
ろ
が

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
午
前
七
時
に
到
着
し
'

一
時
間

半
後
の
パ
-
行
き
に
乗
り
換
え
よ
う
と
窓
口
で
手
続

き
を
し
た
と
こ
ろ
'

｢
シ
ャ
ル
ル
･
ド

＼
コ
ー
ル
空

港
が
職
員
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
欠
航
と
な
っ
た
の
で

パ
リ
ま
で
の
航
空
券
は
国
際
列
車
乗
車
券
に
変
更
し

て
下
さ
い
｡
｣
と
の
こ
と
で
し
た
｡
私
は
博
然
と
し

ま
し
た
｡
鉄
道
に
よ
る
移
動
な
ど
は
ま

っ
た
-
勉
強

し
て
い
な
か

っ
た
の
で
気
が
重
-
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
｡
重
い
と
言
え
ば
持

っ
て
き
た
荷
物
で
'
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
'
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
'
書
籍
の
は
い
っ

た
紙
袋
'
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

(実
験
用
に
依
頼
さ
れ

た
も
の
)
で
こ
ん
な
に
持

っ
て
列
車
に
は
乗
れ
な
い

し
'
パ
-
で
の
移
動
も
不
可
能
に
近
い
の
で
ス
キ
ポ

ー
ル
空
港
横
の
郵
便
局
か
ら
小
包
で
教
授
宛
に
送
り

ま
し
た
｡
郵
便
局
で
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
'
内
容
物

の
記
載
'
保
険
の
有
無
'
配
送
で
き
な
い
と
き
の
返

送
先
な
ど

7
つ
聞
い
て
書
い
て
は
順
番
待
の
最
後
に

行
-
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
'
二
つ
の
荷
物
を

送
る
の
に

一
時
間
も
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
ホ

ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
限
ら
ず
'
電
気
製
品
は
日
本
か
ら

送
る
場
合
は
返
送
を
条
件
と
し
た
本
人
使
用
以
外
で

は
高
額
の
関
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
t
E
C
加
盟
国

か
ら
送
付
し
た
た
め
7
-
-
パ
ス
で
し
た
｡
ま
た
へ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
港
で
は
ダ
ン
ボ
-
ル
箱
を
持

っ
て

い
る
と
必
ず
中
身
が
何
で
あ
る
の
か
税
関
が
尋
ね
て

き
ま
す
L
t
開
封
を
求
め
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
｡

私
の
場
合
も
例
外
な
-
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
が
､
使
用
目
的
を
説
明
し
て
非
課
税
で
通
関
で
き

ま
し
た
｡

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
駅
か
ら
デ
ン

･
ハ
ー
グ
'
ラ
イ

デ
ン
と
乗
継
ぎ
'
パ
-
北
駅
に
到
着
し
た
の
は
午
後

七
時
で
し
た
｡
移
動
に
必
要
な
分
だ
け
ー
ラ
ベ
ラ
I

ズ
チ
ェ
ッ
ク
を
現
金
に
替
え
'
南
仏
方
面
の
列
車
窓

口
で
あ
る
パ
-

･
-
ヨ
ン
駅
ま
で
地
下
鉄
で
移
動
し

ま
し
た
｡
と
り
あ
え
ず
教
授

へ
遅
れ
た
こ
と
の
説
明

と
謝
罪
の
た
め
電
話
を
掛
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
'

20
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コ
イ
ン
で
掛
け
ら
れ
る
公
衆
電
話
は
何

一
つ
な
-
'

す
べ
て
テ
レ
カ
ル
テ

(
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
)
で
掛
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
｡
キ
オ
ス

ク
を
何
店
か
ま
わ
り
'
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
の
描
か
れ

た

一
二
〇
度
数
九
六
フ
ラ
ン

(約
二
七
〇
〇
円
)
の

カ
ル
テ

を
見
つ
け
'
電
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
｡
教
授
は
連
絡
が
な
い
た
め
心
配
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
が
'
事
情
を
説
明
し
て
そ
の
後
の
予
定
を
相

談
し
ま
し
た
｡
移
動
に
つ
い
て
は
も
う
遅
い
た
め
T

G
V

(
フ
ラ
ン
ス
版
新
幹
線
)
は
な
い
の
で
､
寝
台

列
車
で
-
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
こ
で
も
ち

ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
'
不
親
切
な
窓
口
の

駅
員
か
ら
モ
ン
ペ
-
エ
行
き
の
夜
行
列
車
の
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
で
き
た
の
は
発
車
時
刻
の

1
0
分
前
で
'

乗
車
ホ
ー
ム
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
｢表
示
板
で
調
べ
ろ
｣

と
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
時
間
も
迫

っ
て

い
ま
し
た
の
で
'
こ
れ
以
上
押
し
問
答
を
し
て
も
ら

ち
が
あ
か
な
い
と
判
断
し
'
そ
の
辺
の
人
に
尋
ね
る

こ
と
に
し
ま
し
た
｡
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
駅
で
は
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム

(
Q
u
a
i
)

と
番
線

(
V
o
ie
)

に
そ

れ
ぞ
れ
番
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
'
数
字

し
か
覚
え

て
い
な
い
と
'
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
番
線
の
間
を
右

往
左
往
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
｡
三
人
目

の
気
の
良
さ
そ
う
な
お
じ
さ
ん
で
や
っ
と
発
車
ホ
ー

ム
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
'
三
〇
〇

m
近
-

を

1
気
に
走
り
抜
け
ま
し
た
O
列
車
に
乗
る
こ
と
は

で
き
ま
し
た
が
'
石
畳
の
ホ
ー
ム
の
た
め
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
破
損
し
'
押
し
て
動
か
せ
な

-
な
り
ま
し
た
｡
飲
食
物
を
調
達
し
よ
う
と
車
掌
に

車
内
の
売
店
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
､
こ
の
列
車
に
は
売

店
な
ど
な
い
し
､
途
中
の
停
車
駅
で
も
E早
見
な
い
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
仕
方
な
-
六
人
掛
け
の

コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
も
ど
り
'
パ
リ
郊
外
の
広
々

と
し
た
農
村
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
真

っ
赤
な
夕

日
を
眺
め
な
が
ら
'
よ
-
こ
こ
ま
で
来
れ
た
も
の
だ

と
自
分
自
身
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
｡
と
に
か
く
非

常
に
あ
わ
た
だ
し
-
'
肉
体
の
限
界
を
越
え
た

〝
労

働
?
"
を
し
た

一
目
で
し
た
の
で
'
明
朝
の
七
時
ま

で
は
ぐ

っ
す
り
寝
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
い
､
片
側

三
人
分
の
椅
子
を
ベ
ッ
ド
に
し
ま
し
た
｡
幸
い
に
も

こ
の
部
屋
に
は
ス
ペ
イ
ン
系
の
非
常
に
体
格
の
よ
い

お
じ
い
さ
ん
が

一
人
い
た
だ
け
だ

っ
た
の
で
'
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
置
引
き
に
あ

い
た
-
な
い
の
で
パ
ス
ポ
ー
ト
､
現
金
な
ど
貴
重
品

の
は
い
っ
た
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
枕
に
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
｡
し
か
し
'
真
夜
中
の
午
前
二
時
頃
に
と

ん
で
も
な
い
こ
と
が
お
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
何

か
が
髪
毛
に
触
れ
た
感
じ
が
し
た
の
で
あ
わ
て
て
起

き
あ
が
る
と
､
見
ず
知
ら
ず
の
ア
ラ
ブ
系
の
中
年
の

男
が
こ
ち
ら
の
正
面
に
座

っ
て
い
ま
し
た
｡
泥
棒
だ

と
直
感
し
た
の
で
に
ら
み
つ
け
て
や
る
と
ど
こ
か
え

出
て
い
っ
て
し
ま
い
'
二
度
と
帰

っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
｡
同
室
の
お
じ
い
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡

人
気
が
ま

っ
た
-
皮
-
'
し
か
も
個
室
だ

っ
た
の
で

首
を
締
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
と
し
て
も
誰
も
わ
か
ら

な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡
自
分
の
身
は
自
分

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
｡
話
に
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
'
ま
さ
か
自
分

が
こ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
す
る
と
は
夢
に
も
思

っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡
イ
タ
リ
ア
'
フ
ラ
ン
ス
南
部
'

ス
ペ
イ
ン
方
面
を
夜
行
列
車
で
旅
行
す
る
方
は
-
れ

ぐ
れ
も
ス
リ
'
置
引
き
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡
ま
た

窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
時
､
手
荷
物
は
し

っ

か
り
と
手
に
握
り
し
め
'
バ
ッ
グ
な
ど
は
両
足
の
間

に
置
き
､
星
で
は
さ
み
こ
む
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
｡

た
っ
た

一
日
の
問
に
'
こ
れ
で
も
か
と
い
う
は
ど

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
｡
こ
の
先
ど
う

な
る
こ
と
か
と
思
い
や
ら
れ
る
反
面
'
こ
れ
だ
け
の

こ
と
を
切
り
抜
け
て
き
た
の
だ
か
ら
ど
う
に
か
や
っ

て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
変
な
自
信
も
わ
い
て
き
ま

し
た
｡
モ
ン
ペ
リ
エ
駅
で
無
事
シ
ェ
フ
テ
ル
教
授
と

合
う
こ
と
が
で
き
'
滞
在
先
と
な
る
ア
パ
ー
ト
に
案

内
さ
れ
､
軽
い
朝
食
を
食
べ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

後
'
時
差
ボ
ケ
を
直
す
た
め
に
夕
方
ま
で
寝
る
こ
と

に
し
ま
し
た
｡
休
養
後
へ
次
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
､
食
糧
の
買
出
し
に
出
か
け
る
こ
と
で
し

た
｡
歩
い
て
約
五
分
の
所
に
小
さ
な
食
料
品
店

(雑

貨
屋
)
'
薬
局
'
パ
ン
屋
な
ど
が
か
た
ま

っ
て
あ
り

ま
し
た
が
'
品
数
が
少
な
い
の
と
開
店
時
間
が
午
前

中
と
夕
方
と
な

っ
て
い
て
利
用
し
に
-
い
で
し
た
｡

た
だ
'
そ
こ
の
パ
ン
屋
で
売
ら
れ
て
い
る
バ
ゲ

ッ
ト

(
日
本
で
い
う
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
)
は
と
て
も
美
味
し

い
の
で
よ
く
買
い
求
め
ま
し
た
し
､
四
か
月
後
に
来

た
妻
と
娘

(生
後
七
か
月
)
が
そ
こ
の
女
性
店
主
と
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友
達
に
な
り

(彼
女
も
生
後
八
か
月
の
娘
が
い
ま
し

た
)
食
事
に
呼
ん
だ
り
'
呼
ば
れ
た
り
し
ま
し
た
｡

バ
ケ
ッ
ト
は
外
側
が
恐
ろ
し
-
硬
い
の
で
す
が
､
と

て
も
こ
う
ば
し
-
内
側
は
弾
力
の
あ
る
ス
ポ
ン
ジ
と

な

っ
て
い
ま
す
｡
塩
味
も
ほ
ど
よ
-
'
こ
れ
だ
け
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
日
本
へ
帰

っ
て
き
て
パ

ン
屋
さ
ん
で
バ
ケ
ッ
ト
を
求
め
る
の
で
す
が
､
残
念

な
こ
と
に
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
で
経
験
し
た
味
'
食
感
に

並
ぶ
も
の
に
は
巡
り
会

っ
て
い
ま
せ
ん
｡
も

っ
と
品

数
の
多
い
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
た
め
に
は

三
〇
分
ぐ
ら
い
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

そ

こ
で
は
た
い
が
い
の
物
は
揃

っ
て
お
り
満
足
で
き

る
店
で
し
た
｡

一
般
に
手
に
持

つ
買
物
か
ご
は
ほ
と

ん
ど
な
-
'
キ
ャ
ス
タ
ー
の
付
い
た
か
.'U
付
き
手
押

し
車

(
カ
ー
ト
)
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
｡
こ
の
カ
ー
ト
は
店
外
の
駐
車
場
に
重
ね
て
置

か
れ
て
お
り
'
そ
れ
ぞ
れ
'
前
後
が
鍵
で
連
結
さ
れ

て
い
ま
す
｡
使
用
す
る
と
き
に
取
っ
手
の
部
分
に

一

〇
フ
ラ
ン

(三
〇
〇
円
)

コ
イ
ン

1
枚
を
入
れ
る
と

鍵
が
前
の
カ
ー

ト
か
ら
は
ず
れ
て
自
由
に
な
り
ま
す
｡

返
却
す
る
と
き
は
こ
の
逆
を
行
う
と

1
0
フ
ラ
ン
コ

イ
ン
が
戻

っ
て
き
ま
す
｡
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
カ

ー
ト
は
い
つ
も
所
定
の
場
所
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に

t･<
る
の
で
､
カ
-
ー
を
薬
用
す
る
人
手
･G
い
ら
な
-

な
り
t
A
U珊
化
さ
れ
て
い
ま
す
｡
小
型
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
〇
時
'

午
後
三
時
三
〇
分
か
ら
午
後

七
時
三
〇
分
'

ハ
イ
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
大
型
店

で
は
午
前

1
0

時
か
ら
午
後

7
0
時
ま
で
昼
休
み
な
し
で
開
店
し
て

い
ま
す
｡
大
き

な
買
い
物
バ
ッ
グ
な
ど
は
入
口
カ
ウ

ン
タ
ー
に
あ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
'
店
内
に

は
私
設
警
備
員
が
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
し
た
｡
特
に

湾
岸
戦
争
時
に
は
金
属
探
知
機
に
よ
る
ボ
デ
ィ
ー
チ

ェ
ッ
ク
と
バ
ッ
グ
の
中
身
の
検
査
が
あ
り
ま
し
た
｡

モ
ン
ペ
-
エ
市
で
す
が
'
人
口
約
二

1
万
人
の
フ

ラ
ン
ス
第
八
の
都
市
で
'
パ
-
か
ら
T
G
V
で
お
よ

そ
五
時
間
'
飛
行
機
で

一
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
'

エ
ロ
-
県
の
県
庁
所
在
地
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
北
海

道
の
北
見
市
や
旭
川
市
と
は
ぼ
同
緯
度
に
あ
り
ま
す

が
地
中
海
性
気
候
の
た
め
冬
も
暖
か
-
過
ご
せ
ま
す
｡

市
中
心
部
に
は

7
七
世
紀
前
後
に
造
ら
れ
た
石
造
り

の
建
築
物
が
多
-
'
な
か
で
も

ロ
ー
マ
時
代
に
架
け

ら
れ
た
水
道
橋
は
観
光
名
所
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
市

内
に
は

二
二
世
紀
創
立
の
医
科
大
学

(第

f
大
学
)

工
科
大
学

(第
二
大
学
)
'
ポ
ー
ル
･
ヴ
ァ
レ
リ
ー

(隣
町
セ
-
ー
出
身
の
有
名
な
詩
人
)
と
呼
ば
れ
て

い
る
文
科
大
学

(第
三
大
学
)
が
あ
り
'
大
学
生
数

は
五
万
五
千
人
と
人
口
の
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
モ
ン
ペ
-
エ
市
の
あ
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方

は
ワ
イ
ン
生
産
量
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
第

7
位
だ
そ
う

で
す
が
'
ぶ
ど
う
の
品
質
が
そ
れ
ほ
ど
良
-
な
い
た

め
､
良
質
の
ワ
イ
ン
は
で
き
な
い
そ
う
で
す
｡
こ
の

た
め
'
地
元
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
農
業
研
究
所
で

は
こ
の
地
方
に
適
し
た
良
質
の
ぶ
ど
う
を
作
る
た
め

の
品
種
改
良
試
験
を
行

っ
て
い
ま
す
｡
近
郊
に
は
リ

ゾ
ー
ト
海
水
浴
場
が
あ
り
'
ま
た
ダ
ン
ス
祭
や
音
楽

祭
な
ど
の
催
物
も
夏
期
に
集
中
す
る
た
め
'
夏
の
バ

カ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
長
期
滞
在
す
る
多
数
の
観
光

客
に
よ
り
に
ぎ
や
か
な
都
市
と
な
り
ま
す
｡

大
学
の
研
究
室
に
は
午
前
九
時
ま
で
に
出
勤
L
t

帰
る
の
は
午
後
六
～
七
時
ぐ
ら
い
で
し
た
｡
昼
休
み

は
二
時
間
あ
り
'
職
員
は
ほ
と
ん
ど
自
宅

へ
戻
り
食

事
を
と

っ
て
い
ま
し
た
が
'
私
は
自
家
用
車
が
な
い

の
で
大
学
院
生
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
研
究
員
な

ど
と
学
食
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
｡
昼
間
か
ら
ワ
イ

ン
や
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
人
が
多
か

っ
た
の
で
'

私
も
何
度
か
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
が
'
午
後
の
仕
事

に
気
合
い
が
入
ら
な
く
な
る
た
め
飲
む
習
慣
は
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
｡

エ
ク
ス
ト
ル
-
ダ
は
研
究
室
と
同

じ
建
物
に
は
な
-
'
そ
こ
か
ら
三
伽
は
ど
離
れ
た
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
'
何

度
も
両
者
の
間
を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
｡
研
究
室
で
行

っ
て
き
た
こ
と
や
'
フ
ラ
ン
ス

で
の
生
活
に
つ
い
て
も

っ
と
詳
し
く
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
'
そ
れ
は
こ
の
次
号
に
載
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
す
｡

(き
た
が
わ

ま
き
ひ
こ
)
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平
成
三
年
度
プ
ラ

ザ開催
状
況

平
成
三
年
度
プ
ラ
ザ
の

開
催
状
況

(中
間
)
は
'

次
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
｡

今
年
度
の
プ
ラ
ザ
は
昨

年
ま
で
支
庁
単
位
で
実
施

し
て
い
た
の
を
改
め
､
町

村
坤
位
で
実
施
し
'
浜
の

人
達
が
気
軽
に
出
席
し
'

浜
の
声
が
よ
り

一
層
試
験

研
究
に
反
映
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し

ま
し

た
｡内
零
は
'
各
地
域
と
も

事
前
に
要
望
の
あ
っ
た
問

題
に
つ
い
て
､
話
題
捉
供

と
雌
L
t
各
部
担
当
者
か

ら
説
明
を
行
い
'
そ
の
後

意
見
交
換
の
収
を
設
け
'

独
楽
者
や
水
産
関
焼
石
苛

か
ら
熱
意
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
を
受
け
ま
し
た
｡

プ
ラ
ザ
で
の
詳
細
に
つ
い

て
は
'
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
｡

平成3年虎杖鞍研究プラザM催結果

平成3年9月末日現在

支庁 地 J& 開fLE)時 NaL4所 事 h] 者■ ▲■● 一一 粥 fL 内 容

十■広尾 .大～ 3.6_2713:30 広尾漁村生活改善性合センター 22 38 60

l 各市一云t一拍鉄2 jt見交扶

Ili.浦t 3.6.2813:30 大薙生活改書センタ- 21 28 49 1 各拓哉Itt供1)斗東76tAの海況2 会見交洪

■I拷 NI路 虫 部 3.7.5ー3:30 LT岸油井協同 28 8) ]09 1 各部括tEl雌伏

♯含 2 書見交&

一l恥 西 串 3.7.8J4:00 N路水生センター 32 54 86 1 古山 JL■I) Bl兼高Jiの#況2 *見交換

根隻 縦 室 3.7.2415:00 船室漁兼也lul 29 20 49 l 各部括也塊状

ゼ1台 2 JL見交挨

Bl至此 ギ 3ー7,2513:30 町一一1-ttLr.-i 28 38 66 ) 各鵬 tEtB供

姐合金ZI宝 3) ブナザケの加工2 .8兄交秩

Jt E] 3_7.1918ニ03 JtE33tL >ティセンター 9 75 84 1 砧棚提供(スケトウ

′ラ専) 2 JE見交&

■ Ej加工プ ラ ザ 3_8.22 t白商工 会 7 26 33 1 括Jd提供
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I

転

入

W…小四
月

1
日
付

釧
路
水
試
利
用
部
利
用
料
研
究
職
員

(函
館
水
試
加
工
研
究
･P
.)
如

士

暁

彦

釧
路
水
式
北
辰
九

l
等
航
海
士

(椎
内
水
試
北
汀
丸

f
f33･航
海
士
)

山

崎

柄

釧
路
水
式
北
辰
丸
船
員

(函
館
水
試
金
招
丸
船
山
)
葛

西

利

彦

釧
路
水
式
北
辰
丸
船
員

(稚
内
水
試
北
洋
丸
船
員
)
佐

京

孝

一

群
五
月
二
十
三
日
付

釧
路
水
試
漁
薬
缶
斬
部
長

(中
央
水
試
海
洋
郡
長
)小
笠
原

倖

六

…小二
ハ
月

1
口
付

釧
路
水
式
漁
業
資
源
部
泊
岸
科
長

(網
走
水
試
漁
兼
資
源
部
研
究
職
員
)

森

泰

雄

釧
路
水
試
企
画
総
務
部
総
概
評
総
務
係
長

(釧
路
独
英
研
修
所
主
査
)
阪

根

友

行● 釧
路
水
試
企
画
総
務
部
総
務
課
主
点

(水
羅
部
乱
切
軒
肺
諜
)斎

藤

義

彦

2

転

出

if仙四
月

1
日
付

函
館
水
式
加
工
研
究
室

(釧
路
水
式
利
川
部
研
究
職
員
)

.信

太

戊

作

椎
内
水
試
北
洋
丸

1
等
航
海
士

(釧
路
水
試
北
辰
丸

1
等
航
海
士
)

佐

崎

邦

弘

中
央
水
式
お
や
し
お
丸
船
員

(釧
路
水
式
北
辰
丸
船
員
)
山

崎

苅
彦

由
館
水
試
金
足
丸
船
員

(釧
路
水
試
北
辰
丸
船
員
)
牧

野

稔

;:i六
月

l
日
付

釧
路
支
庁
経
済
部
水
産
課
漁
業
管
理
係
長

(釧
終
水
試
企
画
松
城
郡
総
務
課
主
点
)

三

上

寿

隆

中
央
水
試
政
文
資
源
部
主
任
研
究
員
兼
沖
合
科
長

(釧
路
水
試
触
発
資
源
部
沿
岸
科
長
)

吉

田

英

蛙

椎
内
水
試
軌
兼
iH
源
郡
沿
岸
科
長

(釧
路
水
試
池
井
や
軒
部
沖
合
科
長
)

今

井

凝

弘

函
館
漁
兼
研
修
所
主
点

(釧
路
水
試
企
廟
総
磯
部
総
要

総
務
係
長
)

T:!

木

元

成

3
.
役
#
替

照
五
月
二
十
三
口
付

釧
措
水
試
特
別
研
究
員

(釧
路
水
試
漁
業
iH
源
部
長
)

小

林

1

新
規
採
用

〃…品
]月

一
日
付

釧
路
水
式
増
殖
部
海
溝
科
研
究
戟
員
酒

井

釧
路
水
成
加
工
部
保
蔵
科
研
究
牡
貝
田

中

釧
路
水
式
利
用
部
利
用
料
研
究
敬
貝
大

石

5
.
退

#

i:i三
月
三
卜

1
日
付

釧
格
水
式
特
別
研
究
u

相

沢
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E
u

h

劉

n

表
紙
の
写
真
は
､
体
長
三
四
方
の
ア
プ
ラ
ガ
レ
イ

の
稚
魚
で
す
｡

一
九
九

一
年
八
月
六
日
'
昆
布
喪
神

の
水
深
五
五
桝
に
て
'
桁
曳
網
で
採
集
さ
れ
ま
し
た
｡

変
態
途
中
に
あ
り
､
舌
底
後
間
も
な
い
と
推
定
さ
れ

ま
す
｡

(三
宅
特
攻

･
佐
々
木
潤
)

道
東
沖
合
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
数
百
隻
の

漁
船
が
マ
イ
ワ
シ
や
サ
ン
マ
漁
を
行

っ
て
お
り
道
東

各
港
は
活
況
を
見
せ
て
い
ま
す
｡

道
東
の
漁
業
の
主
休
を
占
め
る
マ
イ
ワ
シ
ま
き
網

漁
は
平
成
元
年
よ
り
漁
獲
41
が
百
万
ト
ン
台
を
下
回

り
､
近
年
､
こ
の
資
源
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡

十
月
現
在
へ
ど
う
や
ら
百
万
ト
ン
台
の
大
台
の
突

破
は
不
可
能
と
な
り
'
昨
年
の
漁
獲
暮

(九
十
一
万

ト
ン
)
も
大
き
く
下
回
り
そ
う
で
す
｡
漁
獲
さ
れ
た

魚
は
昨
年
よ
り
大
き
な

-
九
-
二
十
望
剛
後
の
年
を

と
っ
た
マ
イ
ワ
シ
の
み
で
今
後
を
担
う
十
八
の
以
下

の
若
い
マ
イ
ワ
シ
が
殆
ど
い
な
い
状
態
で
来
年
以
降

の
漁
況
に
大
き
な
不
安
を
残
し
て
い
ま
す
｡

一
万
､
八
月
中
旬
か
ら
始
ま

っ
た
サ
ン
マ
漁
は
例

年
よ
り
も
丸
々
と
太
っ
た
大
型
サ
ン
マ
が
連
日
､
水

揚
げ
さ
れ
へ
八
月
下
旬
に
は
道
東
三
港

で

1
千
ト
ン

を
越
え
る
水
揚
げ
と
な
り
ま
し
た
が
へ
値
段
の
急
落

か
ら
九
月
上
旬
に
は
昨
年
､

一
昨
年
よ
り
も
早
く
生

産
調
整
に
入
り
ま
し
た
｡
消
e
l者
に
と
っ
て
緒
し
い

豊
漁
で
す
が
､
独
英
者
に
と
っ
て
思
わ
し
-
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
'
今
後
の
漁
模
様
が
注
目
さ
れ
ま

す
｡

釧

籍

水

柱

だ

よ

り

第

66
号

発
行
年
月
日

垢

集
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